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令和５年度病床機能再編支援事業 事業計画書 

 

 

１ 医療機関の概要 

 

２ 病床削減の内容 

 

 

 

 

医療機関名 臼杵市医師会立コスモス病院 

所在地 臼杵市戸室 1131 番 1 

開設者 一般社団法人 臼杵市医師会 奥津 明 

管理者 院長 下田 勝広 

許可病床数 一般１９４床、感染症病床４床、合計１９８床 

診療科目 内科 / 循環器内科 / 呼吸器内科 / 消化器内科 / 糖尿病

・内分泌内科 / 外科 / 消化器外科 / 整形外科 / 脳神経

外科 / リハビリテーション科 / リウマチ科 / 放射線科 

/ 神経内科 / 麻酔科 / 皮膚科 / 血液内科 / 救命総合診

療科 

沿革等 昭和４１年１１月１３日に開設し、現在に至る。 

 

・削減の内容 

  急性期病床１０８床（感染症病床４床含む）のうち１８床を削減し、 

９０床とする（地域包括ケア病床９０床と合わせ病院病床総数１８０床） 

 

・削減病床の現在の運用 

  急性期病床として活用している 

 

・削減後の病床の運用 

  急性期病床の削減に合わせ 4 床室を個室、または２床室とすることで 

感染管理に強く病態に合わせた柔軟な運営が可能となり、さらには性別に

よる入院調整も容易になる。病棟運営の効率化や環境整備につながる。 

 

・削減の時期 

  10 月ごろを予定している 
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３ 病床削減の理由とその効果 

 

 

 

４ 支給額の算定 

 

 

・削減に至った経緯 

 新型コロナ感染症前でも病床稼働率は 81-86％（160-170 床）程度稼働で

あり、コロナ禍で更に稼働率は 76％（150 床）程度まで落ち込んでいる。今

後の人口減少を鑑みれば、地域医療支援病院としての機能は十分果たせると

思われる。また、個室や２床室などに改装することで療養環境や稼働率の改

善も見込めるため。 

 

・削減が地域医療構想を推進に資するものであることの説明 

  今後の地域の人口構成や医療必要度から急性期病床を削減することにより

中部医療圏内での病院の機能分化や役割が明確となる。上記内容で急性期病床

を削減しても地域の入院患者の受け入れに支障をきたすことがないばかりか

療養環境も改善し、これまで以上にスムーズな受け入れができることは市民に

とってもメリットであると考える。  

許可病床数 急性期 108 床 

稼働病床数 急性期 104 床 

病床削減後の許可病床数 急性期 86 床 

削減病床数 18 床 

年間在棟患者延べ数 31,118 人 

病床稼働率 78.9 ％ 

１日平均実働病床数 85 床 

支給単価① 

（一日平均実働病床数までの削減分に係る支給） 
    1,824（千円） 

支給対象病床数（①該当分） 18 床 

支給単価② 

（一日平均実働病床数以下の削減分に係る支給） 
   2,280（千円） 

支給対象病床数（②該当分） 0 床 

支給申請額    32,832（千円） 

 

※病床数等は平成３０年度病床機能報告に基づく。 
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